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2024/10/27 

ルカの福音書 講解メッセージ㉘ 

『ルルカの福音書 11 章 14-28 節 悪霊について』 

 

■悪霊とは何か 

 

「 イエスは悪霊、それも口をきけなくする悪霊を追い出しておられた。悪霊が

出て行くと、口がきけなかった者がものを言い始めたので、群衆は驚いた。」 

「ルカ 11:14） 

 

イエス様は、悪霊を追い出すことで、口がきけない病をいやされました。 

悪霊とは、何でしょうか。イエス様は、心を病んでいる人に対しても、悪霊を追い

出すことで心に平安をもたらしました。今回は、体の病気をいやしておられます。 

新約聖書の中で、 悪霊」と訳されている言葉の大半は、 ダイモニオン」というギ

リシャ語です。 ダイモニオン」とは、この当時の偶像の神々を指す言葉です。神は昔

から 偶像を拝んではならない」と教えています。つまり「 偶像の神」とは、 偽りの

情報」を象徴していると理解できます。 

聖書で、 悪魔」 悪霊」 サタン」と訳されている箇所で、それぞれ言葉は違っても

実体は全て同じです。それは神に反抗する運動であり、偽りの情報のことです。その

偽りの情報の最たるものが偶像です。ですから、 偶像の神ルダイモニオン）」を、新

約聖書では、悪霊と訳しているわけです。その実体は偽りの情報、つまり神の真理に

逆らう情報ということです。 

さらに、悪霊と訳されている箇所を全て調べてみると、「 悪い「ルポネーロス）」とい

う言葉と「 霊ルプネウーマ）」という言葉も「 悪霊」と訳されています。 悪い霊」と

は、神の霊に反抗する霊を指します。つまり、悪霊ル悪魔・サタン）の実体は、神に

反抗する運動であり、それは偽りの情報であるということです。 

 

ここからは、もう少しわかりやすく説明していきます。 

この世界には 2つの運動があります。一つは私たちを滅びに導く運動で、すべての

人はその運動に支配されています。この運動を「 有限性」、すなわち 死」と呼びます。 

すべてのものが、始まりがあり終わりがあります。この世界は皆、滅びに向かって

変化し続けています。 

この運動に対して、もう一つの運動は、神が展開するいのちの運動です。それは私

たちを生かす運動であり、私たちを肯定する運動です。 
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世界はいのちの運動から始まりましたが、死が入り込んだことによって、滅びに導

く運動も展開されるようになったのです。つまり、光と闇です。この世界は、光の運

動と闇の運動が激突しています。闇の運動は、神に逆らい真理を否定する 肉の思い」

というものを私たちに抱かせます。聖書に「 肉の思いは死である」とありますが、死

の運動が肉の思いを生んでいるのです。 

それに対して、 御霊の思い「ル神の思い）」は、いのちです。私たちにいのちを吹き

込んだことで、私たちの中には神の思いが展開されています。つまり、私たちの中に

は、神の思いと肉の思いがあって、それがいつも葛藤しているのです。 

そして、私たちの中に死の運動が入り込んだことで、私たちの体は滅びに向かう体

となり、その結果、病気を覚えるようになったということです。 

死が入り込んだことで、誰もが死の恐怖に襲われるようになり、見える安心を謳っ

た情報に飛びつくようになりました。つまり、これが偽りの情報なのです。こうした

ら幸せになれる、というこの世の情報を象徴するものが偶像です。それを「 悪霊」と

言っているということです。 

ここで大切なことは、病気の原因は悪霊の働きによるものであって、罪の罰ではな

いということです。今も昔も、私たちは病気などの悪いことが起こると、 悪いことを

したから、神の罰が当たったのだ」とか 神から見放されたのだ」と考える者です。

イエス様の弟子たちも、目が見えない人に対して、 この人の目が見えないのは、本人

が罪を犯したからですか？それとも親ですか？」とイエス様に質問しています。しか

し、それに対してイエス様は、 本人の罪でもなければ親の罪でもない。それは神の栄

光が現れるためだ。」と言われました。つまり、病気は罪とは関係がなく、むしろ私が

いやすことで神の栄光が現れるためのものだと語られたのです。 

大切なことは、病気は神からの罰ではなく、死が入り込んだことで生じたものだと

いうことです。この区別をしっかりつけておかないと、災いにあうたび、神の罰が当

たったと思ってしまいます。そうではないということを明確にするために、 悪霊」と

いう言葉が使われているのです。この当時は、医学が未発達なため、現代よりも病気

は罪のせいだと考える傾向にありましたから、そうではないことを明確にするため、

聖書には 悪霊」という表現が頻繁に出てくるわけです。 

つまり、病気は自分のせいではないのだから、自分を責めるのではなく、病気と向

き合い、闘うようにとイエス様は励ましておられるのです。現代では、病気の原因の

解明も進んでいますから、医者の治療を受け、また、神にいやしを求めて祈るという

ことが正しい対応になります。 

私たちが病気になるのは、個人個人の罪の罰ではなく、この世界に入り込んだ死に

よるものです。ですからイエス様は、その死を滅ぼすため、そうして私たちをいやす
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ために、この世に来られたのです。 

 

また、この死の運動は、私たちを死の恐怖の奴隷にすると聖書に書いてあります。

この死の恐怖のために、私たちは、自分の行いで何かを得られるという情報にすぐに

飛びつきます。 ○○をすれば長生きする」 ○○をすれば幸せになれる」 ○○すれば

うまくいく」という教えに惹かれて飛びつきますが、自分の行いによっていのちを手

にすることはできません。 

聖書は、行いによっては誰一人救われず、ただ信じることで救われると教えます。

神様は、太陽のようにすべての人にいのちを与えてくださいますから、誰でもそれを

受け取るだけで救われるのです。どんな過去があろうとも関係ありません。これが神

の福音です。 

しかし、この世は、それと真逆なことを教えます。なぜでしょうか。誰もが死の恐

怖におびえているからです。こうして偽りの情報が蔓延し、人々はその情報を信じ、

その情報の源を神として偶像を作り、偶像の神を拝むようになりました。それを 悪

霊」と呼んでいるのです。 

この世界は、死に向かう運動といのちに向かう運動、つまり光と闇が絶えず戦って

います。私たちは光の側につく者です。このことを教えるために、聖書には 悪霊」

という表現が頻繁に出てくるというわけです。 

 

■悪霊追放と神の国 

 

「 しかし、彼らのうちには、「悪霊どものかしらベルゼブルによって、悪霊ど

もを追い出しているのだ」と言う者もいた。また、イエスをためそうとして、

彼に天からのしるしを求める者もいた。しかし、イエスは、彼らの心を見抜

いて言われた。「どんな国でも、内輪もめしたら荒れすたれ、家にしても、内

輪で争えばつぶれます。サタンも、もし仲間割れしたのだったら、どうして

サタンの国が立ち行くことができましょう。それなのにあなたがたは、わた

しがベルゼブルによって悪霊どもを追い出していると言います。」 

「ルカ 11:15-18） 

 

ここで、イエス様の行為に否定的な人たちが現れました。彼らは、イエス様は悪霊

の仲間だと言ってイエス様を批判し、また、他のしるしも見せろと言ってきたりもし

ました。それに対してイエス様は、悪霊がうちわもめをするようなことはあり得ない

と言っておられます。悪霊とは偽りの情報の集団です。さまざまな偽りの情報があり
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ますが、共通しているのは、それらは皆滅びに向かっているということです。川が高

いところから低いところに流れ、一部だけ逆流することができないように、偽りの情

報もまた滅びへと一方向に流れており、その一部を逆流させていのちに向かわせるこ

とはできません。 

さらにイエス様はこう言われました。 

 

「 もしもわたしが、ベルゼブルによって悪霊どもを追い出しているのなら、あ

なたがたの仲間は、だれによって追い出すのですか。だから、あなたがたの

仲間が、あなたがたをさばく人となるのです。」ルカ 11:19） 

 

実は、彼らの仲間も悪霊を追い出していたのです。カ の福音書 9:49-50 にこうあ

ります。 

 

「 ヨハネが答えて言った。「先生。私たちは、先生の名を唱えて悪霊を追い出

している者を見ましたが、やめさせました。私たちの仲間ではないので、や

めさせたのです。」しかしイエスは、彼に言われた。「やめさせることはあり

ません。あなたがたに反対しない者は、あなたがたの味方です。」」 

「ルカ 9:49-50） 

 

イエス様は、あなたがたの仲間はどうやって悪霊を追い出しているのかと問い、う

わべだけ見てさばくことで、お互いにさばき合うことになると指摘なさいました。う

わべの現象だけを見て、内面を見ないで人をさばくことは愚かなことだと語り、人を

さばく前に、そのさばきは本当に正しいのかどうか、ちゃんと吟味しなさいと言って

おられるのです。 

 

「 しかし、わたしが、神の指によって悪霊どもを追い出しているのなら、神の

国はあなたがたに来ているのです。」ルカ 11:20） 

 

イエス様は、 私が悪霊を追い出しているなら、神の国はもう来ている」と言われま

した。つまり、 死を追い出し、死の運動に勝利しているなら、約束の神の国はもう来

ている」ということです。その死を追い出す方がキリストである、これが神の約束で

す。私が死を追い出しているということは、神の国は来たのだとイエス様はおっしゃ

っているのです。 
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「 そして、その町の病人を直し、彼らに、『神の国が、あなたがたに近づいた』

と言いなさい。」ルカ 10:9） 

 

ここでは 来た」ではなく、 近づいた」と訳されていますが、ギリシャ語では 近

づくルエンギゾー）」の現在完了形で表されています。これは、「 近づく」という行為

が完了し、今もその状態が続いていることを表していますので、 来た」と訳すのが正

解です。 

つまり、イエス様は一貫して 神の国は来た」と言っておられるのです。ここは、

非常に重要なポイントです。 

神の国がいつ来るのかと論じるのが終末論です。そして、神の国は来たのです。と

ころが、私たちがそのことを信じられないので、イエス様は主の祈りの中で、それを

告白するように教えておられます。 

 

「 そこでイエスは、彼らに言われた。「祈るときには、こう言いなさい。『父よ。

御名があがめられますように。御国が来ますように。』」ルカ 11:2） 

 

これは、私たちの心にすでに御国は来ているのですが、それを信じることができま

すようにという意味です。このことは、イエス様が何度も強調して教えておられます。

イエス・キリストを信じている者は、すでに死からいのちに移されていて、もうさば

きに会うことはありません。私たちはこれから神の裁きの座に立つのではなく、イエ

ス・キリストの呼びかけに応答して信じた時点で、死からいのちに移されるというさ

ばきを受けたのです。 

 

 

■神のことばを守る者の幸い 

 

「 強い人が十分に武装して自分の家を守っているときには、その持ち物は安全

です。しかし、もっと強い者が襲って来て彼に打ち勝つと、彼の頼みにして

いた武具を奪い、分捕り品を分けます。」ルカ 11:21-22） 

 

強い人とは悪霊のことです。そして、もっと強い者が神の国です。これまで私たち

を支配していた偽りの情報は、神の国が来たことによって追い出されました。○○が

できるから大丈夫だといううわべの価値観は失われ、見えるもので得ていた安心は崩
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れ去ってしまったということです。 

 

「 わたしの味方でない者はわたしに逆らう者であり、わたしとともに集めない

者は散らす者です。汚れた霊が人から出て行って、水のない所をさまよいな

がら、休み場を捜します。一つも見つからないので、『出て来た自分の家に帰

ろう』と言います。帰って見ると、家は、掃除をしてきちんとかたづいてい

ました。そこで、出かけて行って、自分よりも悪いほかの霊を七つ連れて来

て、みな入り込んでそこに住みつくのです。そうなると、その人の後の状態

は、初めよりもさらに悪くなります。」ルカ 11:23-26） 

 

神の国が来て、今まで私たちを苦しめていた死の運動、つまり偽りの情報が排除さ

れました。ところがしばらくすると、偽りの情報は仲間を連れて戻ってきて、その人

は前よりも偽りの情報に強く惑わされて、ますます状態が悪くなるというのです。 

つまり、死からいのちに移された時、いったん私たちの中から偽りの情報は排除さ

れたのですが、そこに再び偽りの情報が入り込もうとチャレンジしてくるのです。そ

してその情報に惑わされてしまうと、キリスト教に対して疑問を抱いたり、反発を覚

えるようになったりするということなのです。ですから、偽りの情報が追い出された

ならば、そこに神の国の情報、すなわち神の言葉を住まわせなければならないのです。

クリスチャンになったからといって、しっかりと神の言葉を食べていかなければ、ま

た偽りの情報がどんどん入ってくるようになります。神の言葉をちゃんと持っていな

い人は、間違った聖書の解釈によって人々を惑わす異端や、この世の情報に簡単に騙

されてしまいます。 

ですからイエス様は、 私は悪霊を追い出してあなたがたの家は片付けるが、その

後は、あなたがた自身が神の言葉を食べて自分を守りなさい。この世界は偽りの情報

で満ちているのだから。」と言っておられるのです。 

 

「 イエスが、これらのことを話しておられると、群衆の中から、ひとりの女が

声を張り上げてイエスに言った。「あなたを産んだ腹、あなたが吸った乳房は

幸いです。」しかし、イエスは言われた。「いや、幸いなのは、神のことばを

聞いてそれを守る人たちです。」」ルカ 11:27-28） 

 

神の言葉を聞いて守るということ、これが幸いなのです。神の言葉を聞いて守らな

ければ、また偽りの情報が私たちの中に入ってきて私たちを苦しめることになります。

神は罪を赦し、私たちの心の中を掃除することができます。しかし、守るのは自分の
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務めです。それは、神の言葉を食べて、それを信じることです。 

ですから、エペソの手紙の中で、悪霊との戦いでは神のことばをしっかり食べ、信

仰で敵の火矢を打ち消すようにと教えています。 

また、イエス様は幸いなのは神の言葉を聞いてそれを守る人たちだと言われました。

守るとは、信じて従うことです。大事なことは、神の言葉を信じてそれに従うという

信仰なのです。あなたは、神の言葉を聞いて、聞きっぱなしではないでしょうか。そ

の言葉を真摯に受け止めて、自分の心にしっかりと蓄え、それを守ろうとしているで

しょうか。この積み重ねが、偽りの情報からあなたを守ります。こうして、あなたの

心を幸いにしてくれるのです。 

その基本が十戒です。神を唯一の神とし、礼拝を守り、神を愛し人を愛していくと

いうことです。これらのことを、御言葉を通して一つ一つ学び、それをしっかり守っ

て実行していくなら、敵の情報が入り込もうとしても打ち消すことができるのです。 

今日覚えていただきたいのは、悪霊「・サタン「・悪魔とは、神に反抗する運動であっ

て、私たちの心に偽りの情報を仕掛けて攻撃していきます。また、体に対しては病原

菌や有害物質によって体を弱らせ、病気にします。どちらにしても私たちがこれらに

打ち勝つためには、日々御言葉を食べ、しっかりと心の健康を維持していきましょう。 


